
■みんなが集まる公共施設・・２～３
■健診日程・・・・・・・・・４
■村民のあした・・・・・・・８～９
■にしあわくらっ子・・・・・10～ 13

■■■みみみみみみみんみんみんみ ながながなが集ま集集ま集まる公る公公公る公る公る公共共共共共
● 今月号の広報

2016(平成28年)
No.638

百年の森林に囲まれた　快適で人が輝く　自然と交流のむら　” 西粟倉村 ”

2017(平成29年)
No.648

にしあわくらにしあわくら

村のホームページ　http://www.vill.nishiawakura.okayama.jp/
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子育て支援の場建設　　　　　　　
今後の予定
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　除却工事の実施
5月下旬～ 6月上旬
　入札、契約、工事準備開　
　始

～　工事期間　～

平成 30年 2月末
　工事完了
3月
　開園準備
4月～
　新施設スタート！！
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（上図は建設後のイメージです）
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学び発表の場、
庁舎議場設計者選定　　　　　　
今後の予定

４月２６日（水）
　 実施要綱告示

５月１０日（水）
　現地公開日

６月 2日（金）
　一次審査

 ７月５日（水）
　二次審査
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　「病気をみつけ治す」「身体の変化に気づき、生活を整える」ための健診は、次の日程です。

午前（総合健診） 午後（結核・肺がん検診）

５月２５日
（木）

影石　別府
筏津　知社

７：００
～

９：３０

筏津公民館 １：３０～２：００
知社公民館 ２：１０～２：４０

いきいきふれあい
センター ３：３０～５：３０

５月２６日
（金）

塩谷　引谷
下土居

７：００
～

９：３０

塩谷公民館 １：３０～１：５０
新田茂様　宅 ２：００～２：２０
平田楽一様　宅 ２：４０～３：００
下土居公民館 ３：１０～３：3０

５月２８日
（日）

猪之部　谷口
中土居

３０代　４０代

歯科検診

７：００
～

９：３０

草刈鈑金下 １：３０～１：５０
大茅公民館 ２：００～２：４０
あわくら温泉駅 ２：５０～３：１０
谷口公民館 ３：２０～３：４０
西粟倉駅 ３：５０～４：３０

いきいきふれあい
センター ４：４０～５：００

５月２９日
（月） 大茅　坂根

７：００
～

９：３０

いきいきふれあい
センター

婦人科検診
３：００～５：００

５月３０日
（火）

いきいきふれあい
センター

婦人科検診
９：００～１：００

※混雑を避けるため地区割をしていますが、ご都合のよい日にお越しください。

【３月の希望調査票で受診を希望しなかった方】
　･･･ 受診できます。今すぐ保健福祉課へお申込みください！
　　　　　＜お申込み・お問合せ　　保健福祉課　℡ 279-7100 ＞

【会場】
いきいきふれあいセンター
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　予防接種法に基づく平成 29年度高齢者の肺炎球菌定期予防接種の対象者は、つぎのとおりです。
対象の方には、個別に案内（非課税世帯・生活保護世帯の方は案内と助成券）を平成29年7月頃発送予定です。

■平成 29年 4月 1日時点で、65歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳となる方
■平成 29年 4月 1日時点で、60歳から 65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能のいずれかに
　日常生活が極度に制限される程度の障害を有する方

※既に肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスNP）を接種した方は、原則、対象外です。
※案内の発送前に接種を希望される方は、保健福祉課２７９－７１００までご連絡ください。

問い合わせ先
 　西粟倉村役場保健福祉課
　電話　２７９－７１００

。

■西粟倉村と契約のある診療機関（平成 29年 4月 30 日現在）
　・岡山県内の医療機関
　・国民健康保険　智頭病院
　・鳥取市立病院
　・医療法人聖医会　佐用中央病院
　・医療法人社団一葉会　佐用共立病院
　・医療法人社団　岡本医院

在宅介護者の皆様へ

　4月から在宅介護者の経済的負担軽減と在宅介護を支援するため、下記のとおり介護用品購入に係る費用
の一部を助成する事業を始めています。

【対象者】
　村内に住所を有し、要介護 3、要介護 4、要介護 5で在宅介護を受けている方を介護しているご家族の方
【対象の介護用品】
　紙オムツ、尿とりパッド、清拭剤、消臭剤、ドライシャンプー
【助成額】
　月額 10,000 円まで
　※介護保険法に規定する特定施設に入居している場合及び入院中の方は対象外

　　　　　　　　　　　　　　詳しくは保健福祉課（２７９－７１００）までお問い合せください。

こころの健康講座「心をしなやかに保つコツ」を開催しました。
　３月１７日（金）に、あわくら会館大ホールにて、川崎医療福祉大学医療福祉学部臨床心理学科教授
谷原弘之先生による、こころの健康講座を開催しました。
【心をしなやかに保つコツ】（谷原先生より）
・悩み事にとらわれたとき、ほんの少し「楽しいこと」
「好きなこと」を考えるだけで、次第に悩みごとは減
っていく。
・眠る前は楽しいことを考えるとぐっすり眠れる。
・笑顔で人と接すると周囲が元気になる。
すぐに役立つ方法です。ぜひお試しください。

　保健福祉課では、今後も自分と人を元気にする様々な講座を展開していきたいと考えています。
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　昭和 56年 5月 31日以前の旧建築法基準で建てられた建築物は、一般的に地震に弱いとされています。
　村では、地震に強く安全で安心なむらづくりを促進するため、古い基準で建てられた木造住宅の耐震診断
を行う人に対して経費の一部を補助しています。（自己負担額 1万円）。
　まずは、専門家による耐震診断を受けて住宅の耐震性を確認しましょう。診断の結果、耐震性が一定の基
準に満たなかった場合は、耐震改修工事の一部（補助対象経費の 23％、上限 30万円）を補助する制度も
利用できます。
　大地震に備えて自宅の耐震化を進めましょう。

■お問い合わせ・申込先
　西粟倉村役場　建設課　279-2111

　　　　　　　日　時 ：  ６月６日（火）　１１時５０分～１３時（受付）
　　　　　　　場　所 ： いきいきふれあいセンター
　献血は、直接人の命を救うとても大切なボランティア活動です。
手術やけがなどで輸血を必要としている患者さんの尊い命を救うため、献血にご協力ください。
西粟倉村での献血は年１回となりますので、ぜひこの機会によろしくお願いいたします。

　200ml の献血製剤は今まで多くの皆様方にご協力いただいた献血で
十分な状態になっている一方、大量の輸血を必要とする手術に必要な
400ml の献血製剤が不足しております。今回は 400ml 献血のみ
（体重 50kg 以上の方のみ可）の受付とさせていただきますので、
ご了承ください。

皆さんよろしく
おねがいします。

　平成２９年度臨時福祉給付金の受付を次の通り開始します。

■申請期間
　平成２９年５月３１日～平成２９年８月３１日
■申請書配布方法
　対象予定者に平成２９年５月下旬に郵送します。
■対象者（下記全ての要件を共に満たす方）
　・平成 28年 1月 1日現在、西粟倉村に住民票を有していた方で、平成 28年度の村民税（均等割）が
　　課税されていない方。但し、平成 28年度分の市町村民税が課税される方に扶養されている場合や、
　　生活保護制度の被保護者となっている場合などは対象外です。
　・中国残留邦人等に対する支援給付の受給者など生活保護の基準の例による給付を受け取っている方も
　　対象外です。
■支給額
　対象者１人につき１５, ０００円
■注意点
　振り込め詐欺にご注意ください。

【連絡先・窓口】
いきいきふれあいセンター（役場保健福祉課）
　臨時福祉給付金係　279-7100
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　第４７回西粟倉村消防操法訓練大会が、４月１６日（日）村民総合グ
ランドで開催されました。
　小型ポンプの部に 4部５チームが出場し、県大会出場をかけた熱い
操法訓練となりました。
　優勝した第 1部は、５月２１日に開催される県大会に向け、さらに
磨きをかけています。皆さん応援のほどよろしくお願いします。

【成績】
優　勝　第１部
準優勝　第２部
第３位　第４部

( 優秀選手賞 )
指揮者　第１部　　角田太一
１番員　第１部　　安妻泰良
２番員　第１部　　草刈正明
３番員　第１部　　大橋由尚

　４月６日（木）～４月１５日（土）まで、『子どもと高齢者の交通事故
防止～事故にあわない、おこさない～』を最重点目標に、『春の交通安全
県民運動』が県下一斉に展開されました。本村でも交通安全推進委員を中
心に地域の皆さまによる街頭活動や広報車での啓発活動を実施しました。
　４月９日（日）には西粟倉村交通安全推進委員によるカーブミラー清掃
や、美作警察署、スポーツ少年団と協力し、あわくらんどでの街頭広報活
動を行い、ドライバーのみなさんに安全運転を呼びかけました。期間中に
ご協力を賜りました皆さまありがとうございました。
　春の交通安全県民運動は終了しましたが、引き続き安全運転に心がけ、
『悲しい事故のない西粟倉』に、皆さんでしていきましょう。
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西
日
本
や

あ
っ
た
か
い
地
域
で
は
加
工
用
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
西

粟
倉
で
な
ら
寒
冷
地
向
き
の
上
質
な
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
が
栽
培
で
き
る
と
思
っ
て
、
一

発
賭
け
て
や
っ
て
み
た
ら
そ
こ
そ
こ
育
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
み
な
さ

ん
、
小
粒
で
加
工
向
き
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
、
摘
み
取
り
に

来
ら
れ
た
り
買
っ
て
い
た
だ
く
と
き
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
ハ
イ
ブ
ッ
シ
ュ
系
（
大
粒

で
寒
冷
地
向
け
）
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
は

力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
そ
の
た

め
の
剪
定
や
管
理
に
は
気
を
つ
か
っ
て
い

ま
す
ね
。

‐
木
村
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
中
心
に
し
た
農
園
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て

も
ら
い
た
い
の
で
、
特
に
時
間
制
限
な
く

摘
み
取
り
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
西
粟
倉
の
中
で
も
か
な
り
奥
に
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
観
光
の
お
客
さ
ん
は
な

か
な
か
増
え
な
い
の
で
、
美
作
市
の
直
売

所
に
卸
し
て
い
る
の
が
売
り
上
げ
と
し
て

は
一
番
多
い
か
な
。
観
光
農
園
は
6
月
中

旬
か
ら
8
月
終
わ
り
頃
ま
で
オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
す
。
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こ
の
気
候
を
生
か
し
た
栽
培
が
し
た

い
。
偉
そ
う
な
こ
と
は
言
え
な
い
ん
だ
け

ど
、
農
業
は
適
地
適
作
っ
て
言
う
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
自
然
の
力
を
借
り
て
す
る
こ

と
な
の
で
。

‐
西
粟
倉
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

西
粟
倉
に
住
み
着
い
て
13
年
に
な
り

ま
す
が
、
き
っ
か
け
は
魚
釣
り
。
渓
流
で

フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
の
が
好
き

で
、
25
年
以
上
前
大
阪
で
働
い
て
い
た
ん

で
す
け
ど
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
暇
が
あ
れ
ば

西
粟
倉
に
来
て
釣
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
野
鳥
苑
や
大
茅
キ
ャ
ン
プ
場
に

泊
ま
っ
た
こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　

35
歳
の
時
に
会
社
を
退
職
し
て
、
何
か

す
る
こ
と
は
な
い
か
な
と
考
え
、
農
業
を

し
た
い
と
。
そ
の
前
か
ら
趣
味
で
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
栽
培
を
し
て
い
て
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
育
て
る
の
に
気
候
の
合
っ
た
場
所

を
考
え
た
と
き
に
、
こ
の
村
は
え
え
ん
ち

ゃ
う
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
当
時
は
ま

だ
結
婚
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
嫁
の

昔
か
ら
の
知
人
が
西
粟
倉
に
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

　

場
所
が
最
初
に
決
ま
っ
た
の
で
、
就
農

支
援
制
度
や
移
住
支
援
制
度
が
あ
る
か
と

う
い
う
の
は
何
も
考
え
て
い
な
く
て
、
何

か
縁
が
あ
っ
て
、
西
粟
倉
に
決
め
た
と
い

う
感
じ
で
す
。

　

そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
草
刈
り
す
ら
し
た
こ

と
が
無
か
っ
た
の
で
、
萩
原
眞
壽
雄
さ
ん

が
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
の
を
は
じ
め

ら
れ
た
と
い
う
の
を
役
場
か
ら
紹
介
し
て

も
ら
い
、
一
年
間
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
萩
原
さ
ん
に
間
に
入
っ

て
も
ら
っ
て
、
今
の
場
所
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
て
。

　

場
所
は
借
り
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
が
栽
培
で
き
る
よ
う
に
す
る
作

業
に
1
年
以
上
か
か
り
、
農
園
を
開
園
で

き
た
の
は
そ
の
5
年
後
で
し
た
。
だ
か
ら

そ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
無
収
入
！

‐
西
粟
倉
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

塩
谷
に
住
み
だ
し
て
か
ら
は
消
防
団
に

誘
っ
て
も
ら
っ
て
、
今
は
班
長
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
西
粟
倉
に
住
み
だ
し

て
数
年
間
は
、
ほ
と
ん
ど
同
世
代
の
人
と

話
す
機
会
も
な
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う

お
誘
い
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　

僕
の
場
合
は
西
粟
倉
に
住
み
着
く
の
が

一
番
の
目
的
だ
っ
た
の
で
、
移
住
者
に
対

す
る
い
ろ
い
ろ
な
声
が
あ
る
と
は
わ
か
っ

て
い
て
も
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
地
域
に

入
り
込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
地
域
の
役
を
受
け
た
ら
頑
張
っ
て
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

‐
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、
大

変
だ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
毎
年
で
す
。
農
業
は
年
に
一
度
し

か
で
き
な
い
か
ら
、
失
敗
を
し
て
も
原
因

が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
翌
年
同
じ
失
敗
を
す

る
こ
と
に
な
る
し
、
ち
ょ
っ
と
サ
ボ
っ
た

ら
出
来
が
悪
く
な
る
し
。
少
し
ず
つ
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
は
し
て
い
る
と
思
う
ん
だ
け

ど
、
ま
た
新
し
い
問
題
が
出
て
き
た
り
し

ま
す
し
ね
。

‐
今
年
は
大
雪
も
降
り
ま
し
た
が
。

　

雪
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ

だ
け
は
し
ょ
う
が
な
い
の
で
。
自
分
の
失

敗
で
も
な
い
で
す
し
。
木
の
場
合
は
枝
が

折
れ
た
ら
ま
た
新
し
い
枝
が
出
て
く
れ
る

の
で
。
今
年
は
摘
み
取
り
は
そ
こ
そ
こ
に

し
て
、
木
を
育
て
る
し
か
な
い
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

‐
こ
れ
か
ら
し
た
い
こ
と
や
、
協
力
し

て
欲
し
い
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

本
当
は
人
を
雇
い
た
い
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
が
、
冬
の
間
の
人
件
費
が
確
保
で

き
な
い
の
で
、
そ
こ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
ま
す
。
収
穫
の
忙
し
い
と
き
に
お
手
伝

い
し
て
く
れ
る
方
は
今
年
も
募
集
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
雨
の
日
は
休
み
に
な
っ

た
り
と
不
安
定
な
パ
ー
ト
さ
ん
に
な
る
の

で
、
な
か
な
か
頼
み
に
く
い
部
分
が
あ
っ

て
。
常
勤
で
一
人
雇
え
れ
ば
い
い
ん
で
す

が
、
冬
の
こ
と
が
あ
る
の
で
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
ね
。

　

ま
た
、
毎
年
、
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち

を
招
待
し
た
り
、
た
ん
け
ん
ク
ラ
ブ
に
来

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
子

ど
も
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て
遊
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
も
し
夏
場

子
ど
も
さ
ん
が
西
粟
倉
に
帰
っ
て
こ
ら
れ

た
ら
、
ぜ
ひ
一
緒
に
来
て
く
だ
さ
い
。

木村農園　だんだんべりー畑
〒 707-0503
西粟倉村大字影石 1815 番地
Tel. 090-8219-4612
Web. 
http://www.dandan-berry.noen.biz/
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　４月１２日（水）、幼稚園入園式を行いました。
　保護者の方に見守られ、沢山の来賓の方に祝福してもらいながら、
１４人のかわいいうさぎ組さんが西粟倉幼稚園の仲間入りをしました！

くま組くま組
１１人１１人

ぞう組ぞう組
１５人１５人

　２９年度はうさぎ組１４人・くま組１１人・ぞう組１５人の計４０人でスタートしました。
新園長のもと、新体制となった今年度は村内の色々なところへ出かけて行きたいと思っています！幼稚園児
を見かけた時には、みなさん、声を掛けて下さいね☆

入園式

うさぎ組
１４人

にこにこ笑顔のくま組です！
担任も新採用の先生で、フレッシュ
です！！

リーダーシップを発揮しているぞう
組です！
西粟倉のいいところみっけをたくさ
んしたいと思います！！

とても元気なうさぎ組です！
みんなで仲よく、くま組さんやぞう
組のを見本に頑張ります！！
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４月１１日（火）に入学式が行われました。
 元気いっぱいの１８名の仲間が入学してきました。

・べんきょうをがんばりたい。
・きゅうしょくをいちばんにたべたい。
・たいいくをがんばりたい。
・おにいちゃん、おねえちゃんとなかよく
　あそびたい。
・そうじをがんばりたい。

小学校に入学してがんばりたいこと

校長先生のお話
３つの「あ」に気をつけましょう。
・あいさつの「あ」
・あさごはんの「あ」
・あんぜんの「あ」
この３つの「あ」を守って楽しい小
学校生活を送りましょう。

６年生のお兄さんお姉さんと手
をつないで入場しました。

小学校入学式

６
年
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
か
ら

名
札
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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4 月 10 日 ( 月 ) に、新たに 13名が西粟倉中学校に入学しました。中学
生として良いスタートをきろうと、それぞれ学習目標を考えました。

河野　賢朗

予習や復習を毎日かか
さずにする。

延東 　典

提出物や苦手なところ
を自主学習する。

江見 ひなた

自主学習を計画的に進
める。

今西　　樂

先生の話をよく聞き大
事なことをメモする。

井上　心愛

その日に習ったことを
家で復習する。

金田　暁虎

先生の話をしっかり聞
いて授業を受ける。

建元　大地

しっかりと復習や予習
をする。

小松　建斗

内容が難しくなるので
授業に集中する。

萩原　淳成

先生の話をよく聞いて
授業に集中する。

野々上雛妃

苦手な教科の勉強もが
んばる。

平田　鈴夏

勉強でわからないことは
友達に聞いたりする。

平田　優

自主学習を１日１ペー
ジする。

横山　日菜

授業を集中してうけ積
極的に発表する。
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今月の新着本

本屋大賞 2017
～全国書店員が選んだいちばん！売りたい本～

ノミネートから大賞作品あります！
大賞：『蜜蜂と遠雷』恩田陸／著

一般書
　・『素敵な日本人』　　　　　　　　　　　　　東野圭吾／著
　・『心霊探偵八雲１０』　　　　　　　　　　　　神永学／著

☆問い合わせ先☆

ノミネート作品：
　・『i』 西加奈子／著
　・『コーヒーが冷めないうちに』川口俊和／著
　・『暗幕のゲルニカ』原田マハ／著
　・『桜風堂ものがたり』村山早紀／著
　・『コンビニ人間』村田沙耶香／著
　・『ツバキ文具店』小川糸／著
　・『罪の声』塩田武士／著
　・『みかづき』森絵都／著
　・『夜行』森見登美彦／著★☆こども読書週間抽選結果発表☆★

　プレゼント企画の当選者発表を 5月 26 日（金）～ 6月 9
日（金）の期間、図書館に掲示します。参加した方は応募券
の控えを持って、図書館に来てください。

★☆岡山県立図書館の配本について☆★
　５月１６日に配本を行います。それにともない、図書館入
り口の県立図書館コーナーの本を借りている場合は 5月９日
までに返却をお願いいたします。

児童書 

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６
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新しい発見がいっぱい！新しい発見がいっぱい！あわくらあわくら
たんけん

クラブ
たんけん

クラブ

　3月 26日 ( 日 )、今回のたんけんクラブは、別府～谷口地区を巡るふるさと
ウォークラリーを行いました。
　天気予報では雨模様でしたが、無事晴れて絶好のウォーキング日和となりま
した。
　子供たちに目的地が書いてある地図とクイズ用紙を渡し、出発前に自分たち
でルートを考えてからスタートしました。歩いている最中も地図を見ながら進
むので、道をそれたり、目的地を過ぎそうになったりしていました。
　子供たちが元気に早く歩くので、ついていく大人のほうがへとへとになって
いました。

　歩きながらふきのとうや梅の花を見つけ、渡していたカ
メラでいっぱい写真を撮っていました。
　帰ってからは各班ごとに、自分たちが歩いて見つけた「い
い景色」をみんなに紹介しました。

ふるさとウォークラリーふるさとウォークラリー

土俵で相撲だ！土俵で相撲だ！

ここにお墓あったここにお墓あった

初めて知った場所があった初めて知った場所があった

４月講座４月講座

あわくら大学５月講座
健康講座

「目指せ！健康長寿」
日　時：５月１９日（金）
　　　　午前１０時～
場　所：あわくら会館大ホール
講　師：岡山スポーツ会館
　　　　運動指導士

　あわくら大学４月講座は、第４４回あわくら大学
入学式・始業式を行いました。今年度は新たに３名
の新入生が入学されました。

○講演「村の地域公共交通について」○講演「村の地域公共交通について」
　式典後には、役場総務企画課の中西係長よ
り、村の公共交通の現状と、現在検討してい
る今後の取り組みについて説明がありまし
た。

○入学式&始業式○入学式&始業式

　式の中では、村長から今年度建設予定の子育
て施設に関する話など村の今を知ることが出来
ました。
　新入生に対し、皆さん笑顔と拍手で迎えるこ
とが出来ました。
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　 大茅 
中土居 
下土居
影石

　３月２３日（木）、コンベンションホールにて、第１９回教育長杯ゲー
トボール大会が開催されました。
　「ここに打てよ」「あのボールに当てろ」など戦術を練って行われていま
した。
　4チームによる熱戦が繰り広げられ、絶妙なチームワークを見せた、
大茅チームが見事優勝しました。結果は右のとおりです。

あのボールを狙って！あのボールを狙って！ 優勝　大茅チーム優勝　大茅チーム第１ゲート通過！第１ゲート通過！

在宅医療・介護連携推進事業

　３月２９日、美作市医師会会長の亀山弘道先生、美作市医師会理事であり大原病院院長の塩路康信先生を
講師としてお招きし、在宅医療についての講演会を行いました。
　亀山先生からは医療と介護の連携の必要性とこれまでの経緯について、塩路先生からはできるだけ在宅で
過ごすために必要なことについてご講演いただきました。
【講演の内容】
　・在宅診療を選択することは、最後までがむしゃらに家で看ることではない
　・本人、家族、介護・医療の関係者がお互いに歩み寄り、支え合うことが必要
　・かかりつけ医とは、家で看ることをお手伝いする存在
　・困ったら、いつでも気軽に相談を
　今後は皆様が安心して村に住み続けることができるよう、医療と介護の連携を進めていきたいと考えてい
ます。
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氏名：河野　奨矢
　　（こうの　しょうや）
所属：保健福祉課
趣味：ソフトボール、料理

氏名：三瀬　友美子
　　（みせ　ゆみこ）
所属：産業観光課
　　　（国からの派遣）
趣味：観光（特に城）

氏名：安東　美穂
　　（あんどう　みほ）
所属：建設課（臨時）
趣味：音楽

氏名：延東　響
　　（えんどう　ひびき）
所属：西粟倉幼稚園
趣味：料理、旅行、温泉巡り♨

氏名：大重　和樹
　　（おおちょう　かずき）
所属：診療所　医師
趣味：散歩

氏名：谷本　尚吾
　　（たにもと　しょうご）
所属：診療所　医師
趣味：楽器（ベース）
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ね んきんおしえて

　国民年金は、２０歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限１年以上である過程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算
式で計算した金額以下であることが条件です。

　
所得の目安　　　１１８万円＋（扶養親族等の数×３８万円）

　学生納付特例の承認期間は、４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の年度も在学する
予定である場合は、４月初めに再申請の用紙が届いています。引き続き学生納付特例制度をご希望の場
合は、必要事項を記入の上ご返送ください。

　☆詳しくは、津山年金事務所（TEL：0868-31-2360）までお問い合わせください。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々 50円割引される早割
制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年度前納・２年度前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金
融機関または年金事務所へお申し出ください。

●あわくら温泉●あわくら温泉

５月の定休日につきましては、
あわくら旬の里（0868-79-2882）
までお問い合わせください。

毎日夜 9時まで営業しています。
５月の定休日のお知らせ
　毎月第２火曜日が定休日です。
　定休日は５月９日（火）です。

※詳しくは
旬の里：0868-79-2882
黄金泉：0868-79-2334
　までお問い合わせください。
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　日本赤十字社の「会員」とは、赤十字の人動的な活動に賛同し、毎年一定額以上の活動資金にご協力を
していただける方の事です。赤十字事業の原動力であり、組織の根幹をなすものなので、ひとりでも多く
の方に会員になっていただけるようご協力をお願い致します。

◎けがや病気に備えるために
◎地域の社会福祉推進のために
◎未来を担う子供たちのために
◎被災された方のために
◎被害に備えるために

　今年、津山ヤクルト株式会社より「ヤクルト愛の車いす
寄贈事業」で西粟倉村社会福祉協議会に車椅子を２台寄贈
して頂きました。

皆さんご協力頂きました活動資金は、
このようなものに使われています。

　今年も西粟倉村老人クラブ連合会主催で 4月 20日（木）に県境市町村親睦交流ゲートボール大会が開催
されました。村外 11チーム村内 1チームの合計 12チームの参加がありました。
当日は天候がよく桜吹雪が舞う日で、試合は各チームとも白熱した試合が繰り広げられました。
　そして、１年ぶりに大会で会う方が多く
「元気にしようられたか？」「この冬は雪がたくさん降って
なかなか練習ができなかったな。これから気候が良くなるから
ゲートボール楽しみじゃわ」と話にも花が咲いていました。
皆さん、ゲートボールを通していい交流ができていました。
来年もお待ちしています。

毛布
　　救急セット

安眠セット

　寄贈して頂いた車いすは、ゆうゆう
ハウス・ひだまり・住民の方々に貸し
出しをして活用させて頂きます。
　この事業は、希望などに基づき県内
２４市町村の社協や福祉施設、医療機
関に贈られています。寄託は１９８１
年度に始まり、累計で２０３８台とな
っています。
　誠にありがとうございました。

「絵手紙を書いてみよう！」
日　時：５月１６日（火）１０時～１２時
参加費：２００円（材料・飲み物代含む）

※絵が苦手な方には、今人気の
マスキングテープを使って
おしゃれなはがきを作ります。

　ひだまりでは 2ヶ月に 1回、運営推進会議を開催しています。
メンバーは地域の人の代表（任期 1年）、利用者家族、役場職員等で
施設の運営を風通しの良いものにし、サービスの向上を図り、認知症の方の
支援の在り方などを皆さんと一緒に考えています。また年に 1回、職員が国の
様式にのっとり作成した自己評価を外部の目から評価する『外部評価』に
取り組んでいただいています。（社協のホームページに掲載しています。）
　会議の後には、利用者さん達と 3時のおやつタイムで談笑し交流を深め
和やかなひと時を過ごしていただいています。28年度のメンバーの
一人でもある草刈弘幸委員からは「ひだまりの火災訓練に参加したり、
事例検討をしたり、委員の皆さんとの経験談のやり取りで勉強になることも
多かった。利用者さんとの交流は皆さんにとって刺激になって
よかったのかなと思う」という感想を頂きました。
　そして、ひだまりは地域密着型という事もあり、多くの地域の方、
子ども達が訪ねてくれています。地域とのふれあいを大切にしていますので
皆さんお気軽にお立ち寄りください。

≪試合結果≫
優　勝　作　東チーム
準優勝　英　田チーム
第 3位　土　居チーム
第 4位　笹ヶ丘チーム

運
営
推
進
会
議

の
様
子
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　    　　　　　　　　　平成 2９年４月１日現在
　　　 の動き　　　
●人口　  １，４７８人（－５）
　　男　　　６７７人（－２）
　　女　　　８０１人（－３）

（３月中の異動：出生２人、死亡２人、

　　　　　　　　　　　転入７人、転出１２人）
●世帯　　　５９２戸（＋１）

人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　  意の窓　　　社会福祉協議会から
　　　　(Ｈ 29.3.29 ～Ｈ 29.4.28 まで )

●お大事にしてください
引　谷　青木　幸江様　　　本人　　　退院内祝
引　谷　青木　京子様　　　本人　　　退院内祝

●おめでとうございます
下土居　篠原　孝宏様　子　あんず様　出産内祝
　　　　　　　　　　　子　すみれ様　出産内祝

●お悔やみ申し上げます
猪之部　井辺　淳一様　母　惠美子様　香典返し
別　府　道上　正寿様　母　はる子様　香典返し

善

●お誕生おめでとう
・井

いのうえ

上　佑
ゆう ま

真　ちゃん　3月３０日生まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（大　茅）
　　　　　　　　　　　　お父さん　大　輔さん
　　　　　　　　　　　　お母さん　真由子さん

・横
よこえ

江　 　ちゃん　3月３１日生まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（引　谷）
　　　　　　　　　　　　お父さん　孝　雄さん
　　　　　　　　　　　　お母さん　優　子さん

●お悔やみ申し上げます
・井辺　惠美子さん（猪之部）４月 12日   80 歳
・尾関　　綠　さん（谷　口）４月 12日   90 歳
・道上　はる子さん（別　府）４月 23日   89 歳

( Ｈ 29.3.23 ～ H29.4.24 まで )

発注課 総務企画課 総務企画課

事業名 電気自動車急速充電器
移設工事 子ども館等除却工事

施工場所 影石地内 影石地内

落札業者名 田中機電工業株式会社
西粟倉建設有限責任
　　　　　　事業組合

契約金額（税込） １，５１２，０００円 ３０，２４０，０００円

　　札情報　（平成29年４月 30日まで）
　　　　※入札金額 120 万円以上を掲載しています。入
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する

紙－」を使用しています
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